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要旨

本稿は，ライフセービングに用いられる代表的なテクニカルターム習得の実態調査を行い，その
結果をライフセーバー育成における方法論に応用することを目指すものである。

具体的には，ライフセーバー養成の現場にある首都圏の大学生（ライフセービング部在籍者）に
対し，ライフセービングの術語の知識定着に関する調査と，そうした用語を学んでいく上で感じて
いることについての自由記述調査を行った。その結果，サーフスイム技術に関する術語の定着率は
高い一方，海の知識やレスキュー機材に関する術語は定着率が低いことが明らかになった。さらに
ライフセービングの用語に関して，学生たちは，一般的な意味と異なることや広い領域にわたる点
で難しさを感じているが，用語習得はプロのライフセーバーになるために不可欠であるという強い
モチベーションを持っていることが確認された。

今後は，技術的な指導の中で，専門用語の定着を図る工夫や教材の開発が必要だと考えられる。

Ⅰ．�はじめに：ライフセービングに関
する先行研究

ライフセービングは一次救命の実践を中心と
する歴史ある活動で，国際的にも広く市民権を
得ている。ライフセーバーが公務員として活躍
するオーストラリアでは，サーフライフセービ

ング・オーストラリア（SLSA）とオーストラ
リア・ロイヤルライフセービング協会（RLSSA）
の 2 組織が，互いに影響を与えながら活動して
いる（注 1 ）。国際ライフセービング連盟（ILS：
International Life Saving Federation）には現在，
世界130カ国以上が加盟しているが，その日本代
表機関である日本ライフセービング協会（JLA：
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Japan Life Saving Association）は，1991年に設
立され，現在では12000人以上の有資格者が登
録されている。JLAでは，「救命Lifesaving」，

「スポーツSports」，「教育Education」，「環境
Environment」，「福祉Welfare」をキーワードと
して，「いのち」の尊厳やそれを守るための教育
活動が行われており，特に近年，ライフセービ
ングはわが国でもその重要度が認められるよう
になってきている。またその研究については
様々な領域からのアプローチが見られるが，以
下では，いくつかの例を見ておきたい。

まず，高橋他（2009）1 ）や桑井（2008）2 ）など
の体力医学やトレーニング理論に関わる研究，
そして中塚他（2009）3 ）によるライフセーバー
の休息法や，吉田他（2008）4 ）による活動中の
ストレス因子と睡眠といった運動生理学をテー
マとする研究が，ライフセービング研究の中心
となっていることが挙げられる。また，溺者を
早期発見するための走査法の特徴といった専門
技術に関する研究や，河西他（2012）5 ）のよう
なスポーツと疾患に関わる研究も見られる（注 2 ）。

本研究に関連する大学におけるライフセーバー
養成やライフセービング教育をテーマとしたもの
としては，小峯他（2009）6 ），小粥他 （2009）7 ）

などがある。小峯他（2008）8 ）は，体系的なラ
イフセービング教育の必要性とその具体的な方
法論について，真栄城他（2011）9 ）では，実践
的なライフセービング教育プログラムの開発に
ついて実践例が取り上げられている。この他，
深山他（1999）10）では，溺水事故の発生要因の
調査を通して，その防止に向けた対人コミュニ
ケーション能力の重要性を指摘している。

さらに，ライフセービングにおける女性の役
割も，重要な課題である。千原他（1997）11）で
は，1995年にはSLSAが組織政策として「サー

フライフセービングにおける男女平等」を採択
しており，1996年の年間報告書ではメンバー全
体の約35%が女性で，総メンバーも増える傾向
にあるとされている。しかし，女性のライフ
セーバーの位置づけやあり方についての研究は
稲垣（2009）12）が見られる程度で，ほとんど進
められていないのが現状である。救命の現場や
ライフセービングの活動自体に性差を認めるこ
とは難しいが，言語コミュニケーションには男
女差があるのが一般的であり，女性としての資
質や特徴がライフセービング活動に生かされる
可能性は極めて高いと見るべきだろう。その意
味で，女性のライフセーバーに特化した研究も
今後は必要になってくると考えられる。

以上のように，現在行われている研究は，医
学や運動生理学，運動力学の領域が大部分を占
め，ライフセービング活動におけるコミュニ
ケーションや，ライフセービングに用いられる
言葉を取り扱ったものは極めて限られている。
しかし，コミュニケーションはライフセービン
グ活動中の重要な要素の一つであり，またライ
フセーバー養成の課程においても，言語能力の
向上は不可欠である。本稿はそうした点に着目
し，以下，ライフセービングと教育，さらにラ
イフセービングの用語について考察を進めてい
く。

Ⅱ．目的

１ ．�ライフセービングと教育に関する見解と
実践例

まず，学校における生命教育としてのライフ
セービングについてだが，ライフセービング活動
は，様々なスポーツ活動の前提となる安全教育と
いう側面を持っている。また，千原他（2002）13）
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では，サーフライフセービング・オーストラリ
アにおける「子供のライフセービングプログラ
ム」の教育効果が，体育・知育・徳育の全ての
方向に及ぶことを明らかにしている。このよう
に，学校現場でのライフセービング教育は救命
技術の習得に加えて生命の尊厳の理解にもつな
がることから，今後は積極的に拡充していくべ
きものといえる。

次に，ライフセーバー育成のための教育活動
について考えたい。小峯他（2008）14）では，体
育・スポーツ系大学におけるLifesaving教育の
体系化というテーマで，安全を確保したり事故
を未然に防止したりするための積極的な活動で
あるLifesaving教育を普及させる重要性と（注 3 ），
ライフセーバーが地域の人とふれあうことの大
切さが指摘されている。ここから，ライフセー
バーとしての望ましいコミュニケーションとは
どのようなものか，また，レスキュー現場で必
要とされるコミュニケーション技術にはどのよ
うなものがあるのかといった課題に取り組むこ
とは，ライフセーバー育成の重要事項というこ
とができよう。この他，真栄城他（2011）15）で
は，大学教育におけるライフセービングの教育
プログラム開発と実践をテーマとし，琉球大学
生涯健康教育コースにおける「社会体育指導実
習」授業の報告を行っている。この授業では，

「生涯スポーツの現場でその職場の責務と役割
を理解した上でその対象者とのコミュニケー
ションを通して，将来指導者となるための体験
を積み，その基礎的能力と資質を培うこと」を
目標とし，シュノーケリングスキルやライフ
セービング教育の知識と技術の習得，付属小学
校での学習支援が行われている。さらに，プロ
グラム受講生に，「知識の熟知度」や「実践の
自信度」，「海を活用した教育活動の重要性」な

どに関する調査を行い，ライフセービング教育
において「リスクマネジメント」や「水辺での
救助活動」の知識を習得することが，事故防止
への大きな効果につながるとの結論を得てい
る（注 4 ）。

以上，本節では，大学におけるライフセー
バー養成教育の実践例等を見てきたが，ライフ
セーバーは，高度の専門的知識や技能に加えて
命を守る者としての基礎能力（セルフコント
ロール力，コミュニケーション力など）も不可
欠であることから，そうした教育の充実と方法
の整備が急務であることが明らかになった。

２ ．ライフセービングの用語
言語学の領域では，スポーツの言語に関する

研究はほとんど行われていない。前述の通り，
スポーツ科学の主たるテーマは運動力学や運動
生理学であり，心理学や社会学との学際的な研
究は近年見られるようになってきたが，スポー
ツの用語や，スポーツに関わる言語現象の研究
は非常に少ない。清水（2006）16）が，「用語やス
ポーツ実況中継，スポーツ時の言語活動」を扱
う「スポーツ言語学」のような「言語学とス
ポーツ学，社会学の分野とにまたがる学際的研
究」の発展を求めているように（注 5 ），今後は，
スポーツ科学研究者と日本語学研究者とが共同
して，スポーツ言語の解明に向けた努力を続け
ていくことが必要である。そこで以下では，ラ
イフセービングの専門用語について，日本ライ
フセービング協会編（2008）17）を参考に，その
特徴をまとめておきたい。

まず，ウエーディングやドルフィンスルー（ダ
イビング）等のサーフスイム技術，バニーホッ
プやパドリング等のボード技術の専門用語は全
て英語であり，波越え操作（スープ越え）の説
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明でも，「スープ（波が立ち崩れ始めたら）ボー
ドのノーズ（先方）を波に対して垂直方向に向
ける。ストロークパドルの場合，ボードのレー
ル（横面）を持って上体を起こし，自分の身体
とボードの間にスープを通すようにして波の抵
抗を少なくするとよい。また，ニーリングパド
ルの場合，スープを越える直前に上体を起こし，
スープを越えると同時にパドリングしながらバ
ランスをとるとよい」（日本ライフセービング協
会編 2008より。以下同）とあるように，一般的
な日本語のテキストに比べて多くの英語表現の
カタカナ表記が含まれている。またレスキュー
器材では，IRBやRWCなどの略語も認められる。

海の用語には自然現象に関するものが多く，
「陸風（off shore）」のように日本語訳と英語表
記が併記され，「水面付近は沖に向って流れる
アップウエアリング（吹送流）を引き起こす。
沖からのうねりが大きいとダンパー（dumper）
と呼ばれる波を誘発させる」と高度な専門用語
を用いて説明されている。更に，波について
は，崩れ波（spilling wave）や巻き波（plunging 
wave），砕け寄せ波（surging wave）や引き波 

（back wash）等，海流については，離岸流（rip 
current），沿岸流（longshore current），逆潜
流 （under tow）といった細かな種類が提示さ
れ，ライフセーバーが習得すべき専門用語は非
常に多い。

以上から，ライフセービングの専門用語は，
ライフセービングに無縁の人にとっては聞いた
こともなく，英語圏においても普段使用するこ
とのない用語で構成されていることが特徴だと
いえよう。一般的に，スポーツ用語には英語由
来の外来語が多いが，特にライフセービングに
ついては，オーストラリアで発達して世界に広
がったという経緯から，専門用語は全て英語で

ある。
日本人ライフセーバーの育成においては，こ

うした専門用語の習得は必須事項であると同時
に，馴染みが薄い英語表現ばかりであるため，
その習得は必ずしも容易ではないことが予想さ
れる。そこで次章では，ライフセーバー育成の
課程にある大学生を対象に，こうした専門用語
習得の実態について調査を行いたい。

Ⅲ．�方法：ライフセービング専門用語
習得の実際―学生に対するアン
ケートの実施―

今回，ライフセーバーを目指し，その養成課
程にある学生を対象として，ライフセービング
の専門用語の習得がどの程度達成しているかを
調査するため，以下のようなアンケートを行っ
た。対象学生は，流通経済大学ライフセービン
グ部に所属する学生64名（ 2 年生以上42名， 1
年生22名），（男子52名，女子12名）で，2011年
6 月から2014年 6 月にかけて実施した。アン
ケートの内容は以下の通りである。

以下のそれぞれの言葉について，「知ってい
る」，「聞いたことがあるが意味はあいまいであ
る」，「知らない」の中のあてはまるものに丸を
つけてください。
言葉群： Ａウェーディング・Ｂサイドカレン

ト・Ｃアフォリズム・Ｄダンパー・Ｅ
パドリング・Ｆメタファー・Ｇライフ
スレッド・Ｈバニーホップ・Ｉチュー
ブＪトウ・Ｋシラブル・Ｌドルフィン
ス ル ー・ Ｍ オ ン シ ョ ア・ ＮIRB・
ＯIMF・Ｐヘッドキャリー・Ｑアン
ダートゥ・Ｒリングブイ
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これに加え，彼らがライフセービング専門用
語の習得に関してどのような課題や問題意識を
抱えているか（「ライフセービングの専門用語を
勉強していく上で感じていることを自由に記し
てください」）を調査した。こちらの対象学生は，
流通経済大学ライフセービング部に所属する学
生72名（ 2 年生以上44名， 1 年生28名），（男子
56名，女子16名）で，2011年 6 月から2014年 6
月にかけて実施した。次章では，これらの調査
結果と，そこから明らかになったライフセービ
ング専門用語の習得に関する実態と課題につい
て考察を行いたい。

Ⅳ．結果と考察

本章では，前節で紹介したアンケートの結果
をもとに，そこから読み取れるライフセービン
グの専門用語の習得に関する実際をまとめてい
きたい。

ライフセービングの用語習得の達成度に関す
る質問では，18個の語について，その意味を
知っているかを 3 件法で調べた。前章に示した
中でライフセービングに関する言葉は，A, B, 
D, E, G, H, I, J, L, M, N, P, Q, Rの14項目であ
り，それ以外のダミーは言語学や経済学の言葉
である。以下では，今回の調査目標となるライ
フセービング専門用語にフォーカスして議論を
進めていく。

それぞれの言葉について「知っている＝ 3
点」，「聞いたことがあるが意味はあいまいであ
る＝ 2 点」，「知らない＝ 1 点」として，学生の
得点を集計すると，以下のようになった。

1 年生（22名）（全体の平均値2.2点）
Ａ　ウェーディング＝2.7

Ｂ　サイドカレント＝1.9
Ｄ　ダンパー＝1.5
Ｅ　パドリング＝2.7
Ｇ　ライフスレッド＝1.1
Ｈ　バニーホップ＝1.7
Ｉ　チューブ＝3.0
Ｊ　トウ＝2.8
Ｌ　ドルフィンスルー＝3.0
Ｍ　オンショア＝2.5
Ｎ　IRB＝1.7
Ｐ　ヘッドキャリー＝2.3
Ｑ　アンダートゥ＝1.6
Ｒ　リングブイ＝2.4

2 年生以上（42名）（全体の平均値＝2.7点）
Ａ　ウェーディング＝3.0
Ｂ　サイドカレント＝3.0
Ｄ　ダンパー＝3.0
Ｅ　パドリング＝3.0
Ｇ　ライフスレッド＝1.9
Ｈ　バニーホップ＝3.0
Ｉ　チューブ＝3.0
Ｊ　トウ＝3.0
Ｌ　ドルフィンスルー＝3.0
M　オンショア＝3.0
Ｎ　IRB＝3.0
Ｐ　ヘッドキャリー＝2.8
Ｑ　アンダートゥ＝1.5
Ｒ　リングブイ＝2.3

1 年生と 2 年生以上のデータを比べると，全
体の平均値は， 1 年生が2.2点であったのに対
して 2 年生以上は2.7点と差が見られ，また 2
年生以上に関しては，今回の質問に登場したす
べての用語をかなり習得していることが明らか
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になった。一方， 1 年生は，Ａウェーディン
グ，Ｅパドリング，Ｊトウ，Ｌドルフィンス
ルーについては90％以上が理解していたが，そ
れ以外の語は未習得の状況にあった。さらに，
Ｇライフスレッド，Ｄダンパー，Ｈバニーホッ
プ，ＮIRB，Ｑアンダートゥは，1.1～1.7点と
極端に数値が低かった。 1 年生の習得率が高い
語は，いずれもレスキュー活動におけるサーフ
スイム技術やボード技術など，平素のトレーニ
ングに直接関係しているという特徴が見られ
る。反面，低いグループには，海の知識やレス
キュー機材に関連するものが比較的多い。但し，
ボード操作の用語であるＥパドリングが高い習
得率となっているにもかかわらず，Ｈバニー
ホップは理解されていないなど，同じ領域の語
でもばらつきが見られることに注意したい。

この他，Ｇライフスレッド，Ｑアンダートゥ，
Ｒリングブイは， 1 年生も 2 年生以上もほとん
ど同様の低い習得度にとどまっている。これら
はいずれも実際のレスキュー活動に関する技法
や用具に関する重要語彙であるにもかかわら
ず，定着度が低いままになっているという実態
は，ライフセービング専門用語の学習が体系的
に行われていないことが要因ではないかと考え
られる。

また今回の調査は， 1 年生はライフセービン
グのトレーニングを開始して 3 カ月程度の集
団， 2 年生以上は既に夏休みなどを利用して海
浜におけるライフセービング活動に携わった経
験を持つ集団というように，経験差のある集団
のデータである。 2 年生以上の正答率の方が高
いことから， 1 年以上のライフセーバー経験に
よって，学生たちは専門用語の多くをすでに耳
にし，それらの多くがマスターされていること
が推測される。しかし，これらが全て正しく理

解されているとは言い切れない。上記の結果の
ように，まず分野ごとに差が見られること，ま
た比較的得点の高いレスキュー活動の技法や用
具の語彙の中にも完全と言えないものがあるこ
とは，専門用語習得の上での課題である。

次に，「ライフセービングの専門用語を勉強
していく上で感じていること」を自由記述した
調査結果をまとめておきたい。まず多くみられ
たのが，ライフセービングの言葉に対する難し
さである（以下，記述はすべて原文のママとす
る）。

・似ているものでも違う呼び方がある。逆に呼
び名が近くても全く違うものがある。

・ライフセービングはほかのスポーツとは違
い，さまざまな視点から多くの知識をとりい
れなければならないと感じました。

・今まで自分がその言葉を分かっていても，ラ
イフセービングの専門用語になると意味が
違っていて覚えるのが難しい。

・アルファベットが並んだ用語が多いので，混
ざらないようにしっかり覚えたい。

・今までやったことのない種目だったので，学
ぶことの多さに驚いています。

ライフセービングの専門用語が，自分の知っ
ている一般的な意味と異なる意味を持つことに
対する驚きや，高等学校までに行っていたス
ポーツと違って，広い領域にわたる用語習得に
戸惑いを感じている記述が目立つ。

さらに， 1 年生に顕著なのが，

・初めて聞く用語ばかりなので，最初に聞いた
時は全く分からなかったです。

・専門用語が多いため，覚えられるか心配である。
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といった不安である。プールやトレーニングの
技術練習が始まったばかりの時点で，こうした
多くの用語習得の必要性を提示されことに戸惑
いを感じている。但し，これと併せて

・一つ一つの意味を考えなければ使えないと感
じます。

・人を救助する際に使うものが多いので，しっ
かり覚えなくてはいけない。

・専門用語はたくさんあると思いますが，でき
るだけ多くの専門用語を覚える（理解）でき
るよう努力したい。

のように，これから努力を続けていきたいとい
う積極的な姿勢を示す回答も多かった（注 6 ）。こ
れは，こうした用語の習得をプロのライフセー
バーになるためのステップと考え，チャレンジ
していくといったモチベーションの高さを示す
結果だといえよう。この背景には，ライフセー
ビング活動が人命救助を行うことと大きく関係
していると考えられる。かけがえのない「命」
と関わる活動を行うためには，正確な情報の授
受が不可避であり，それが尊い命を守ることに
直結するということを，学習者は自覚してい
る。これが，困難な専門用語習得に対する積極
的な態度に結び付いているのだと見られる。

さらに，こうした専門用語については，

・文字だけを見るとイメージしにくいものばか
りである。　

・一般の人にはわからないカタカナが多い。
・動作が分かりやすい用語だなと思う。
・サーファー知識も多いので，サーフィンの勉

強もするとよいと思っています。

といった言語的性質に関する指摘も見られた。
用語の特性を意識しながら覚えていくことが重
要であることを，学生たちは直感的に感じ取っ
ているようである。

また，実際にこれらの専門用語を覚える方法
については，上級生（ 2 年生以上）から，

・体で覚える。頭で勉強するということを意識
しなくても自然と頭に入ってくる。

・意味と物や道具をなるべく併せて勉強する。
・分かりづらいので実際にやりながら覚える。

といった実践を通して知識を増やし，理解して
いく方法が最も適当だという指摘が見られたこ
とは，興味深い結果といえよう。

Ⅴ．結論

ライフセーバーを目指す学生たちは，ライフ
セービングの専門用語に対して，「初めての言
葉ばかりで戸惑う」，「難しい用語がたくさん出
てくる」という不安を抱えながらも，「知らな
い世界を勉強できて楽しい」，「学ぶことによっ
てやりがいが見えてくる」と積極的に捉えてい
るということがわかった。これは，専門用語を
覚える上での困難度は決して低くはないが，期
待される定着度は必ずしも低いというわけでは
ないことを表している。

前述の通り，ライフセービングの専門用語は
普段の生活には全く使用されることのない高度
なものが多く，全てが外来語（英語）という特
徴から，学生は少なからずその習得に対する負
担や不安を感じている。そして，体を動かしな
がら一つ一つの専門用語を獲得していく学習方
法が実践の近道になることを感じている。但



32

し，今回の結果からは，こうした方法に加え
て，用語を整理して理解していく必要性が明ら
かとなった。専門用語を駆使することはプロの
ライフセーバーとしての活躍に不可欠であるこ
とから，こうした専門用語を体系的にまとめた
教材や，実際の技術的な指導の中に専門用語の
定着を図るような指導の工夫を行うことが求め
られる。加えて今後は，性差に関する分析など
も進めていく必要がある。

2011年 3 月11日に東日本大震災が発生し，私
たちは人間の命の尊厳を改めて実感した。被災
現場でのライフセーバーの役割は大きく，多く
のライフセーバーを養成していくことは急務の
課題である。今後は，こうした社会貢献という
側面を踏まえ，ライフセーバー育成における言
語技術向上の方法論について，具体的に議論を
展開していきたい。

本研究は，平成26年度科学研究費助成金を受
けた「我が国のライフセーバー育成に向けたコ
ミュニケーション教育の方法開発とその実
践」（基盤研究C 26350729）（研究代表者 立川和
美）の一部である。

注
（注 1 ）オーストラリアでは，幼少期からのライフセー

ビング教育も盛んで，そのシステムが構築されて
おり，SLSAの資格としては，サーフライフセービ
ング（13歳以上），ブロンズメダリオン（15歳以上），
ゴールドメダリオン（18歳以上）が設定されている。

（注 2 ）河西他（2012）18）では，選手に対するコンディショ
ニング指導や自己管理教育の必要性や，ライフセー
ビング競技における理学療法士の役割の高さを指摘
している。

（注 3 ）また，海水浴場においては子どもと若者の救助
が多いが，小・中学生にレスキューや救命を通じ
て安全を伝えたり，若者世代にセルフレスキュー
の知識・技術と，その重要性を伝えたりする
Lifesaving教育が，事故防止につながることも指摘

されている。
（注 4 ）真栄城他（2011）19）のライフセービング教育プ

ログラムは，JLAの講習内容を参考として「リス
クマネジメント：危機管理意識の構築」「海の知識：
波・流れ・潮汐」「救急法とAED」「応急手当の基
本と海の危険生物」「レスキューテクニック」といっ
た内容で構成されている。

（注 5 ）数少ない言語学のスポーツ用語研究の一例とし
て，中東（2008）20）はテニスの歴史や社会背景との
関わり，テニス用語の語源や由来などを議論して
いる。また清水（2006）21）では，スポーツ社会学会
課題研究プロジェクトによる「古館伊知郎のスポー
ツ実況中継」の考察を例として挙げている。

（注 6 ）その他， 1 年生では，ライフセーバーを目指し
た意欲あふれる回答が多かった。

　・専門用語を覚えることも大切だけれど，その専門
用語を日常使って話すというよりも，何かがあっ
た時，その場の現場でその言葉を分かりやすく伝
え，的確に動けて，正しい使い方ができるかのほ
うが大切だと思います。

　・専門用語はちゃんと分かっておくべきだと思って
いる。自分でわかっていないと相手にも伝えるこ
とができなくて，助けるときに困ると思うから。
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